
なぜ先達は技に対する言語使用に注意を諭したのか？～ 前頭前野の脳活動に注目して ～
Why did Masters Admonish Caution

in Word Usage about Skills?

- Focusing on Brain Activity in the Prefrontal Cortex -

山田 雅敏 †，高田 亮介 ‡

Masatoshi Yamada, Ryosuke Takata

† 常葉大学，§ 東京大学
Tokoha University, University of Tokyo

yamada-m@sz.tokoha-u.ac.jp, takata@sacral.c.u-tokyo.ac.jp

概要
技を上手く実践するためには，状況を正しく判断
し，素早く動くことが大切となるが，古来，先達の多
くが技に言語が介在すると，一瞬の迷いや遅れを生
じる場合があるため，言語の使用に注意するよう諭し
ていた．そこで本研究は，動作中の認知的な発話行為
により知覚対象を弁別することが，身体動作にどのよ
うな影響を及ぼすのかについて，前頭前野の脳活動に
注目し実証的に検証することを目的とする．方法とし
て，ある知覚の刺激には指定の発話を行いながら反応
し，他の刺激には反応を要求しない Go/No-go課題を
用いて検証した．結果の分析から，認知的な発話行為
による知覚対象の弁別によって，身体動作の反応時間
が遅くなることが明らかとなった．また，認知的発話
が前頭局部の脳活動の賦活と関連していることが示さ
れたことから，動作中の言語使用によって動作の反応
に影響を及ぼす可能性が示唆された．
キーワード：技，言語使用，認知的発話，前頭前野，
脳活動
1. 序論
1.1 背景
技を上手く実践するためには，状況を正しく判断
し，素早く動くことが求められる [1]．この時，身体動
作に利用されている知覚情報のほとんどは意識にのぼ
らない潜在的情報であり，非意識的に行われている．
一方で，様々な研究領域において，身体動作に伴う知
覚と言語が関連しているという報告も多く蓄積されて
おり，意識的な言語処理が身体動作に影響を及ぼすこ
とも同様にたしかである．

私が時に手足の運び方などを質問すると，即
座に質問の技で私を投げ飛ばし『つまり』こ
うじゃよ，わかったかな』と破顔一笑される
のでした．技は本来，口では説明できぬもの
であり，何百回となく投げ飛ばされているう
ちに自得せよとの意味であったと思います．
技は同じように見えても，実はたびごとに
方向も速度も力も相違する．相手により，時
と場合によって微妙に変化する．口での教え
は，それを一つの型にはめてしまうことを嫌
われていたようでした．
【出典】植芝吉祥丸（著），植芝守央（監修）
（2016）“合気道開祖 植芝盛平伝” 出版芸術
社，pp.16-22.[2]

この一節は，合気道を創始し，無我の神技を持つと
評された植芝盛平氏による稽古を回想した弟子の文脈
である [2]．古来，先達の多くが技に言語が介在する
と，一瞬の迷いや遅れを生じる場合があるため言語の
使用に注意するよう（言葉を通して）諭していた．武
道に精通した島田明徳氏（1992）は，言語では人間が
感じている一部しか表現できず，言語使用によって動
作に影響を及ぼすと説いている．そして「考えるな，
感じろ！」の表現が示す通り，感覚的な身体動作の「感
じる」と，人工的な「思う」を混同している場合が多
いと指摘している [3, 4]．同じく武道家の茂呂隆氏は
「脱・主観」の重要を指摘し，思い込みが身体動作を
阻害すると伝えている [5]．また，バンクーバーオリン
ピック・スピードスケートコーチの結城匡啓氏は，言
語化が感覚を狂わし陥穽に陥る可能性があるため，技
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を言葉により表現することを控えるように指導したと
述べる [6]．たしかに指導者は，技に関する身体動作
を（言葉により）指南する一方で，その主眼は身体動
作に伴う（言葉に表現し難い）感覚を学習者が体感す
ることを期待している．
1.2 リサーチクエスチョン
言語が身体動作に影響を及ぼすことについては，学
術的領域でも同様の知見が指摘されており [7]，たと
えば，言語処理が色を弁別する反応時間を遅らせるこ
とや [8, 9]，知覚情報に関する言語化の試行が知覚内
容の再認を阻害する言語隠蔽効果 [10]が報告されてい
る．一方で，スポーツオノマトペ [11]やシャウト効果
[12]など動作中の発話によりパフォーマンスが向上す
る知見もあり，言語処理が技の反応やパフォーマンス
に及ぼす影響については十分に解明されていない．
　そこで，本稿では認知科学の視座から，身体動作中
の認知的な発話行為によって知覚対象を弁別すること
が身体に動作に及ぼす影響について，実験室実験によ
り実証的に検証することを目的とする．
2. 方法
2.1 実験
2024年 1月 16日～2月 17日の期間に，健常者 30

名（男性 14名，女性 16名），平均年齢 19.7歳（SD

= 0.95）から実験協力を得た．被験者に対して知覚反
応テスト以外の刺激を与えないように，直接日光が当
たらない屋内の静かな教室を準備した（図 1参照）．

図 1 実験環境

2.2 Go/No-go課題
本実験では，ある知覚の刺激には指定の発話を行
いながら反応し，他の刺激には反応を要求しない

Go/No-go 課題に注目する [13]．本実験で使用した
課題は，画面上に赤円と青円のどちらかがランダムに
表示され（出現確率はそれぞれ 50%），赤円が表示さ
れている 1 秒間にスペースキーを押した場合に True

が自動的に記録される．対して，赤円が表示されてい
る間にスペースキーを押さなかった場合，または青円
が表示されている間にスペースキーを押すと Falseが
記録される．被験者に対して，赤円が表示された場合
のみスペースキーをできるだけ速く押下するよう教示
した．これを 1タスク当たり 20回繰り返し，全 6タ
スクの計 120回試行した．
2.3 タスクデザイン
日本光脳機能イメージング学会 [14] の推奨するブ
ロックデザインに倣い，赤円と青円どちらが表示され
ても「はい」と発話する場合をコントロールタスク
（以下，CT），赤円が表示された時には「赤（あか）」，
青円が表示された時には「青（あお）」と発話する場
合をターゲットタスク（以下，TT）として，両タスク
を交互に 3ブロック（2タスク× 3ブロック＝全 6タ
スク）を行った（図 2参照）．

図 2 実験のタスクデザイン

2.4 脳活動の計測
本実験では，認知的な発話的行為が身体に及ぼす
影響について，生理学的指標からも検討するために，
近赤外分光法（Near-Infrared Spectroscopy）を用いた
脳活動計測装置（株式会社 NeU：HOT-2000[15]）を
使って脳血流変化を計測した．同装置の計測ターゲッ
トは短期記憶や意思決定，思考，注意，行動の抑制な
ど人間的な高次機能を司る前頭前野の大脳皮質で（図
3参照），左前頭局部（以下，Fp1）と右前頭局部（以
下，Fp2）の 2 チャンネルをモニタリングし（図 2-3

参照），100msecの間隔でサンプリングした．分析方
法として，両タスクでサンプリングしたデータの平均
値をそれぞれ算出し，比較検証した [14]．
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図 3 脳活動の計測部位 [15]

3. 結果
すべての被験者の CT と TT との反応時間につい
て，両タスク間で等分散性が認められたことを確認
した上で，スチューデントの t 検定を行ったところ，
CTと比較して TTの反応時間が有意（t(1735)=6.57，
p<.05）に遅い結果が示された（図 4参照）．また，被
験者ごとの CTと TTの反応時間の差分を確認したと
ころ，被験者 30名中 25名の反応時間について CTと
比べて TTの方が遅い結果が示された．両タスクの反
応時間について t 検定を行った結果，被験者 30 名中
12名に有意差（5%水準）が認められた．
続いて脳活動の結果として，Fp1 は 30 名中 20 名，

Fp2は 30名中 26名の脳血流変化に関して，CTと比
べて TTが低い傾向が示された（表 1参照）．

図 4 両タスクの反応時間の比較（付録 A参照）
4. 考察
Go/No-go 課題の反応時間について，CT と比べて

TTの方が遅い結果が示されたことから，認知的発話
による知覚対象の弁別が，身体動作の反応時間を遅ら
せる可能性が示唆された（表 1参照）1．次に脳活動に

1詳細は，「山田雅敏，高田亮介：言語使用が身体スキルの反応に与える影響；2024年度人工知能学会全国大会 (第 38回)，3Xin2-114」を参照されたい．

関して，TTと比べて CTが高く，賦活する傾向が示
された．先行研究によると，認知症やうつ病を罹患す
ると理解・判断力などの前頭前野の機能低下が起こり，
脳血流が減少する傾向にあることが報告されている
[16]．本実験においても，CTに比べて TTの脳活動が
低い傾向であったことは，Go/No-go課題の TTの反
応時間が遅かったことを支持しており，認知的な発話
行為の判断が，前頭前野の賦活に影響を及ぼすことが
示唆された．
5. 結論
本稿では，認知科学の観点から動作中の認知的な発
話行為により知覚対象を弁別することが，身体動作に
及ぼす影響について実証的に検証することを目的とし
た．実験の結果から，認知的な発話行為による知覚対
象の弁哲により，身体動作の反応時間が遅くなること
が明らかとなり，さらには発話の認知的な判断が前頭
局部の脳活動の賦活に影響を及ぼすことが示された．
今後の課題として，実験後に収集した運動感覚的印
象のリフレクションと反応時間，ならびに脳活動との
関連について検討することを射程に入れ，稿を閉じる．
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